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長良川・伊勢湾の生態系の現状と課題
河口堰建設前

河口堰運用後
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長良川・伊勢湾の生態系の現状と課題
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長良川河口堰の概要
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長良川河口堰の役割
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長良川の浚渫と河口堰の運用による汽水域の変化
浚渫前には、河口から 14-18kmに形成された
マウンドと呼ば れる堆積場で塩水の遡上が止
まっていた 

治水のために浚渫をしてマウンドを除去する
と塩水が遡上して塩害が懸念された

このため長良川河口堰によって潮止めする
ことにより、浚渫による塩害を防止した

14-18km 汽水域生態系：河口から14-18kmの範囲

汽水域生態系：河口から5kmの範囲
1/3に縮小した 5



魚類群集と回遊性動物のモニタリング資料

（1994年の長良川河口堰調査と2000年の河口堰フォローアップ調査を含む）

● 一般観測

魚類の生息状況調査（N1-9:1994〜2000年, E1-2:1995〜2000年）

底生動物（1994〜2000年）

● 特定テーマ観測

貝類、カニ類、ユスリカ類（1995〜2000年）

● 魚類等の溯上・降下の状況調査

魚道調査（1995〜2000年）

アユ溯上調査（1994〜2000年）

サツキマス溯上調査（1994〜2000年）

回遊性底生魚調査（1991〜 2000年、ただし1995以降のみ比較可能）

アユ降下状況調査（1994〜2000年）

竹門康弘（2000）モクズガニの溯上量分析. 応用生態工学 3巻2号

新村安雄（2000）魚道による稚アユの溯上量比較. 応用生態工学 3巻2号 6



魚類の生息状況分析結果 〜要約〜
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魚類の生息状況分析結果 〜要約〜
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魚類の生息状況分析結果 〜要約〜
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てしまった
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河口堰運用後の魚類の生息状況の変化

１）淡水性魚の種数個体数の増加した
２）回遊性魚と汽水性魚のうち淡水域と汽水

域の境界に生息する種群が消失・減少した
３）汽水域〜感潮域に分布していた魚類は、

河口堰の直下に分布が限られた

まとめ
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長良川河口堰の魚道 せせらぎ魚道

長良川河口

河口から5km地点

呼水式魚道
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モクズガニと稚アユの溯上量分析結果

せせらぎ魚道をより多く上る
溯上個体数に減少傾向は認められない
→にもかかわらず、登り落ち漁の捕獲数は減少した

岸沿い魚道をより多く上る
時間あたりに遡上する数はせせらぎ魚道は最多
→とくに小潮時に集中的に上る

稚ガニ

稚アユ
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小卵型カジカ
Cottus reinii
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方法：稚ガニトラップを用いてせせらぎ魚道内の分布
状況を調べた

せせらぎ魚道の上流〜下流の
6箇所に３個づつ設置した

モクズガニの稚ガニの着底場所調査結果

a
b

c
d

e

f
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捕獲されたモクズガニの齢期構成
プランクトン生活するメガロパ幼生が
6月にせせらぎ魚道内に着底して稚ガ
ニに変態することがわかった

浮遊生活していた
メガロパ幼生が

↓
着底して稚ガニ
となる
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長良川河口堰における
せせらぎ魚道の塩分濃度と水温測定

潮汐サイクルに応じて
大潮・中潮・小潮の干潮時と満潮時
に計測した

モクズガニが着底する場所の
条件を明らかにするために
せせらぎ魚道内の水質環境を
調査した
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考察とまとめ

かつて長良川の浚渫以前に塩水楔の上流端に
存在したマウント（ 河口から14-18km）が
アシシロハゼなどの魚類の生息域であるとと
もに、モクズガニやウナギなどの着底場所や
イシガレイ・マハゼ・ボラ類の成長の場とし
て重要な役割を果たしていた。

▽

海水の流れに乗って遡上

河川水の流れ

メガロパ幼生の着底
場所

塩水楔の上端浮遊するメガロパ幼生

塩水楔の上端 14-18km

長良川や伊勢湾の魚介類を増やすため
には潮汐の流動や干潟などの汽水域環
境を再生・創出する必要がある。 22



長良川河口堰のアユ遡上数の現状

376万尾

270万尾
max

125万尾
R6

10万尾
min

木曽三川の汽水域のポテンシャルを考慮するとアユ遡上数は１桁増える余地がある

中部地整水資源機構長良川
河口堰定期報告書(2025)
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長良川・伊勢湾の生態系の現状と課題

１. 長良川河口堰が汽水域生態系に与えた影響
２. 伊勢湾沿岸生態系の変化
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伊勢湾沿岸生態系の変化

汽水域 ヤマトシジミの漁獲量変遷
〜 アサリの漁獲量変遷

沿岸域 ハマグリの漁獲量変遷

伊勢湾 イカナゴの漁獲量変遷

水産有用魚介類の変化
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ハマグリの漁獲量変遷

伊勢湾における水産有用魚介類の経年変化

アサリの漁獲量変遷

ヤマトシジミの漁獲量変遷

イカナゴの漁獲量変遷

三重県漁業協同組合連合会指導
部 (2025) 伊勢湾漁業の現状より
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伊勢湾沿岸生態系の変化

沿岸地形の変化
海底・海岸の底質変化

河川・沿岸水質の変化
河川・海水温の変化

物理的な生息場変化

沿岸の生産量の変化

水産有用魚介類の変化の原因
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伊勢湾沿岸生態系の変化
河川・沿岸水質の変化
河川・海水温の変化

沿岸の生産量の変化

千葉（2025）豊かで美しい三重の海づくり調査特別委員会資料より 28
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伊勢湾沿岸生態系の変化
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伊勢湾沿岸生態系の変化
湾岸地形の変化

供給土砂量の減少＋土砂の細粒化
→ 漁獲対象生物の変化

ハマグリ→アサリ→シジミ
河口域埋め立てによる干潟の減少・消滅

→ ハマグリ，アサリの漁獲量減少
掘削箇所の深掘れ

→ 貧酸素水塊の形成→シジミの漁獲量減少
海底・海岸の底質変化

沿岸埋め立てによる浅海域の減少
→ 流動する砂質海底の減少

掘削箇所の深掘れ
→ 貧酸素水塊の形成

イカナゴ漁獲量激減

栄養塩負荷の減少

一次生産量の減少
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長良川・伊勢湾流域生態系の課題

河口域の埋め立
てによる干潟の
減少・消滅

空港の埋め立て
と浚渫による
浅場の減少と底
質の嫌気化
（貧酸素水塊・
青潮の発生

揖斐川・長良川・木曽川 庄内川

矢作川

豊川

宮川

櫛田川

出雲川

安濃川

鈴鹿川

河川からの栄養塩
負荷量の適正化

河川からの栄養塩
負荷量の適正化

河川から土砂供給量
減少・粒径の細粒化

課題の整理
河岸・沿岸地形の人工単調化

底層の嫌気化・貧酸素水塊の多発
河川からの土砂供給の減少変質

干潟・浅場の減少・細粒化

河川からの栄養塩減少・変質

河川から土砂供給量
減少・粒径の細粒化
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流域生態系の管理目標の全体像

治水・防災目標

利水・利用目標

環境・生態系目標

河川像 汽水域像 沿岸像
洪水対策
流木植生管理

洪水対策
高潮．津波対策
流木植生管理

高潮．津波対策

塩害防止
水陸移行帯の保全
（干潟・海岸）

上水・用水安定供給
下水処理場の防災
栄養塩負荷健全化

上下流連続性
支川本川連続性
水陸移行帯の保全
（裸地砂州・植生）
瀬・淵スケールの
生息場の動的管理

上下流連続性
汽水感潮域域確保
水陸移行帯の保全
（干潟・海岸）

上下流連続性
汽水感潮域域確保
水陸移行帯の保全
（干潟・海岸）

水陸移行帯の保全
（遠浅の浜など）
藻場の再生・保全
覆砂・養浜

目標の達成手段の考え方
35



目標の達成のための治水・利水・環境の連携
水融通：徳山ダムの弾力的運用により河床堆積有機物のフラッシュ → 河床の無機化
栄養融通：ダム堆砂の細粒成分の土砂還元とフラッシュ放流の連携 → 栄養塩供給
土砂融通：治水利水のための掘削土を干潟造成に活用 → 裸地砂州・干潟造成

覆砂・養浜
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木曽三川河口における干潟再生事業

中部地方整備局 河川部 水資源機構 中部支社（2022）37



木曽川の年平均流量の変遷

データ出典：国交省・水文水質データベース及び日本河川協会・流量年表
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